
水素・アンモニア供給基盤整備事業
令和6年度概算要求額 30.0億円（新規）

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

2050年カーボンニュートラル実現には、あらゆる分野において抜
本的なCO2排出量削減策を進めることが必須。産業分野におい
ては燃料や原料のカーボンニュートラル化が喫緊の課題となってい
るところであり、カーボンニュートラルな燃料や原料として利用が期
待される水素・アンモニアは、産業分野のCO2排出量削減に大
きく寄与するものであり、水素・アンモニアの安定供給の実現は燃
料政策的な観点からも不可欠。本事業は、大規模な需要創出
と効率的なサプライチェーン構築を通じて国際競争力ある産業集
積を促すために不可欠な水素・アンモニア供給基盤の整備をおこ
なうことを目的とする。

資源エネルギー庁資源・燃料部

燃料供給基盤整備課

成果目標

令和6年度は水素・アンモニアの大規模供給先候補地における
需要や脱炭素効果の推定、需要集積に必要な共用インフラの把
握を目指す。令和6年度以降は本事業によるFSの結果を踏まえ、
今後10年程度で大規模拠点3か所程度、中規模拠点5か所程
度の形成を目指す。

中長期的には、本事業等を通じ2030年度に水素・アンモニアで
300万トン（水素換算）の国内導入量及び電源構成の1％の
導入、コスト面では水素30円/Nm3、アンモニアは10円台後半
/Nm3-H2（水素換算）へのコスト低減を目指す。

事業概要

大規模な需要創出と効率的なサプライチェーン構築を通じて国
際競争力ある産業集積を促すために不可欠となる水素・アンモニ
ア供給基盤の整備に際して、日本国内全体として最適な配置を
念頭に置いた供給基盤整備となるよう、供給基盤構築の実現可
否を判断するための検討に必要な情報の整理・分析が必要であ
るところ。本事業では、そのための実現可能性調査（FS）への
支援を行う。

実施委託先国

補助
（10/10）

民間企業等

補助
（2/3）
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